

























の比率を基本的な定義とした指数を「i国の j商品輸出に関する顕示的比較優位指数（Index of 

























　⑴　“Revealed” Comparative Advantageを示す 2つの指数
　Balassa （1965） では直接的に「“Revealed” Comparative Advantage（RCA）指数」と呼ばず，
“Revealed” Comparative Advantageを示す（顕示的に比較優位を示す）指数として，“Index of Ex-
port Performance”と“Index of Export-Import Ratios”⑶の 2つの類似した指数を考案した。
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物に関する特別な環境に対し，個別の考えをとらなければならず，“Index of Export-Import Ra-
tios”は，比較の一般性を損なう可能性が大きい。
　一方で，すべての輸出業者が輸出相手国で同じ関税に従うならば，“Index of Export Perfor-
mance”におけるデータは関税による保護の度合いの違いによって歪められることはない。し






























　①“Index of Export Performance”の散らばり度




















































   ＜ 1＞について：





を SITC 3 桁と一致させ，例外として，いくつかの 4桁分類を包含したこと，また，SITC 3 桁
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　i国内の産業 1 , 2 , …, k,…, l, …, nに対し，その RCA指数の値を xi⑴, xi⑵, …, xi（k）, …, xi（l）
, …, xi（n）とし，これを昇順に並べた時の各産業の順位を ri（k）などと表す。一方，特定産業 k
に着目し，世界各国の k産業の RCAの値を昇順に並べた時の i国の順位を r k（i）などと表す。
　いま ri（k）＞ ri（l）かつ r k（i）＜ r l（i）の状態を考える。下の参考図はこの状態を示している。
94
すなわち，i国においては， k産業の方が l産業より比較優位があり，RCAの値 xi（k）も比較的
大きい（曲線①）。しかし，各国の k産業の RCAの値はおしなべて大きく，結果として i国の 
k産業の国際間順位は低い状態にある。グラフⓐがその順位曲線を表している。一方，i国の l






























2 位 C2国 a2位










67）。（熊倉 2009および Yeats 1985は，以上の問題を RCA順位の逆転現象と呼んだ）。
2．「世界平均」との比較から生じる問題
　この問題をみるために，バラッサが導入した RCA指数（※）を，同値な式（※※）に変形す
る（この式を RCA指数の定義式として議論を進める文献も少なくない。松本・花崎 1989, 32）。
（※）　　　
Xij




































　輸出国（自国）rが固定された場合，輸出市場（輸出相手国）を sj（j＝ 1 , …, m），産業を i（＝
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）を列方向に比較　（r, sjは固定，産業 i＝1, …, n）
































）を行方向に比較　（i,rは固定，輸出市場 sj： j＝1, …, m）














































が jに依存せず定数になる。したがって，ここでは各 rj国の s 国への輸











日本 韓国 中国 米国
RCA値 順位 RCA値 順位 RCA値 順位 RCA値 順位
1 動物性生産品 0.11 ［13］ 0.17 ［14］ 0.39 ［14］ 0.94 ［9］
2 植物性生産品 0.03 ［16］ 0.06 ［16］ 0.35 ［16］ 1.70 ［1］
3 油脂 0.04 ［15］ 0.03 ［17］ 0.05 ［18］ 0.44 ［16］
4 調整食料品 0.11 ［12］ 0.22 ［12］ 0.38 ［15］ 0.84 ［10］
5 鉱物性生産品 0.16 ［11］ 0.65 ［8］ 0.11 ［17］ 0.66 ［14］
6 化学 0.81 ［7］ 0.69 ［7］ 0.44 ［12］ 1.04 ［7］
7 プラスチック類 1.25 ［5］ 1.61 ［3］ 0.88 ［8］ 1.10 ［6］
8 皮革・装身具 0.06 ［14］ 0.43 ［9］ 2.28 ［3］ 0.56 ［15］
9 木材及びその製品 0.02 ［18］ 0.02 ［18］ 0.85 ［9］ 0.75 ［11］
10 パルプ・紙製品 0.36 ［9］ 0.41 ［10］ 0.57 ［11］ 1.24 ［5］
11 繊維及びその製品 0.30 ［10］ 0.71 ［6］ 3.12 ［2］ 0.43 ［17］
12 履物・帽子類 0.03 ［17］ 0.17 ［15］ 3.84 ［1］ 0.15 ［18］
13 セメント類 1.17 ［6］ 0.36 ［11］ 2.03 ［4］ 0.68 ［13］
14 貴金属製品 0.41 ［8］ 0.19 ［13］ 0.62 ［10］ 1.26 ［4］
15 卑金属製品 1.36 ［4］ 1.19 ［5］ 1.02 ［7］ 0.73 ［12］
16 機械類 1.44 ［3］ 1.47 ［4］ 1.80 ［5］ 1.01 ［8］
17 輸送機器 2.04 ［1］ 1.71 ［2］ 0.39 ［13］ 1.40 ［3］





日本 韓国 中国 米国 台湾 香港 I1） M1） P1） S1） T1） 世界 輸出総額に占める割合2）
⒃機械類
日本 ... 1.32 1.46 1.28 1.18 0.80 1.58 0.98 2.26 0.90 1.46 1.44 34.00％
韓国 1.42 ... 1.59 1.41 1.10 1.31 0.63 0.76 1.99 0.84 0.94 1.47 34.80％
中国 2.11 2.04 ... 1.73 1.70 1.26 1.38 0.85 1.19 1.06 1.38 1.80 42.80％
米国 0.86 1.33 0.72 ... 1.12 0.51 0.61 1.46 1.92 0.83 1.09 1.01 24.00％
⒄輸送機器
日本 ... 0.64 1.77 3.22 2.07 3.04 3.14 2.49 1.22 2.83 1.86 2.04 23.70％
韓国 0.86 ... 1.01 2.57 1.00 2.21 1.15 0.81 0.54 6.01 0.68 1.71 19.80％
中国 0.90 1.05 ... 0.31 0.95 2.05 0.86 0.63 0.44 3.88 0.60 0.39 4.50％
米国 3.86 3.75 3.40 ... 2.97 7.09 4.67 1.97 0.93 4.10 1.87 1.40 16.20％
⒅精密機器類
日本 ... 2.02 1.66 1.54 1.36 1.61 2.60 1.31 4.71 1.05 1.90 1.62 5.80％
韓国 0.54 ... 2.79 0.59 1.03 1.11 1.42 2.02 1.92 0.23 0.97 1.80 6.50％
中国 1.06 1.33 ... 0.76 1.42 1.45 2.38 1.91 1.78 0.56 1.79 1.03 3.70％





















































なり，右辺は「輸出市場 sjに世界が輸出する総額に占める産業 i のシェア（分母）」に対する
「輸出市場 sj への r国の輸出総額に占める産業 i のシェア（分子）」の比率で，この値が 1より






　下の表は，特定の産業（第 i 財）のおもな輸出国について，その第 i 財輸出額，輸出総額，
RCA指数の値およびその順位（降順）をみたものである。
仮説例
国 A B C D E F G H その他計 世界計
i財輸出額 50 50 50 50 50 50 100 350 　50 　800
輸出総額 800 1,200 1,300 1,400 1,600 1,700 2,500 12,000 3,000 25,500
i財輸出比率 0.063 0.042 0.038 0.036 0.031 0.029 0.040 0.029 0.031
RCA指数 1.99 1.33 1.23 1.14 1.00 0.94 1.28 0.93




るか小であるかで判断をすると，F国と H国が 1より小である。もし 1より小であることが，
i 財輸出に競争力がないとした場合，とくに H 国についてはそういえるであろうか。H国は i 
























































⑺ EEC: European Economic Community。構成国はフランス・西ドイツ・イタリア・ベルギー・オラ
ンダ・ルクセンブルクの 6カ国であった。





























（対象品目は Balassa（1965）と同じ74生産物群，対象年は1953, 1962, 1971）
国名 1953年 1962年 1971年
米国 52.5 56.5 60.7
カナダ 150.5 166.3 104.7
EEC 128.5 90.3 84.6
英国 56.3 52.3 67.7
EFTA 210.9 159.4 157.9
日本 141.7 120.3 78.5
ベルギー 169.1 159.4 123.0
フランス 102.3 79.1 70.6
ドイツ 75.3 45.8 47.7
イタリア 189.4 115.9 128.9
オランダ 178.1 92.9 78.8
オーストリア 200.8 202.8 165.3
デンマーク 114.8 130.6 135.9
ノルウェー 317.3 283.3 304.3
スェーデン 101.1 93.4 130.4








 •  　カナダは，一般的に高い関税を課すが，関税における産業間の大きな格差は観察されない。
また，「造船（shipbuilding）」を除いて，保護によるゆがんだ効果を示す証拠はほとんどない。
そのことによって， 2つの指数の相関が（最も）高くなっている。
 • 　スウェーデンでは低い関税が 2つの指数の相関係数を高くしている。
 　というようにバラッサは分析している。
⑿ ISIC: International Standard Industrial Classification（国際標準産業分類）
⒀ この指標の詳細は第 2章を参照のこと。
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